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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 25日 (2006.12.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 洗 濯 機 に よ る 洗 濯 の た め に 洗 濯 物 を 収 容 す る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の 開 閉 自 在 の 開 口 部 を 容 器 と

容 器 に 穿 設 し た 複 数 の 通 水 孔 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
　 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 容 器 に 対 し 外 側 か ら 内 側 へ 窪 ん だ 凹 部 を 設 け 、 該 凹 部 内 に 浮 力 材 を 嵌 め 込 ん だ こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 凹 部 に 嵌 め 込 ん だ 浮 力 材 の 表 面 と 、 該 凹 部 以 外 の 前 記 容 器 の 外 面 と が 連 続 面 を 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 凹 部 に 対 応 し て 前 記 容 器 の 内 側 へ 突 出 す る 部 分 の 角 部 に 丸 み を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ま た は に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 容 器 の 外 面 上 の 角 部 ま た は 突 出 部 に 緩 衝 材 を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ の い ず れ か に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 容 器 が 、 同 形 状 の 一 対 の 椀 状 部 材 同 士 を 互 い に 対 向 さ せ 周 縁 を 整 合 さ せ て 形 成 さ れ
る と 共 に 、 該 一 対 の 容 器 を 開 閉 自 在 に 連 結 す る 蝶 番 部 と 、 該 一 対 の 容 器 を 閉 じ た 状 態 で 固
定 す る た め の 留 め 部 と を 有 し 、
前 記 一 対 の 椀 状 部 材 の 各 々 が 、 そ の 底 部 に 前 記 浮 力 材 を 取 り 付 け る と 共 に そ の 側 壁 部 に 前
記 通 水 孔 を 穿 設 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ８ 】

設 け た 、
　 前 記

　 前 記 容 器 の 外 面 上 ま た は 内 面 上 に 部 分 的 に 取 り 付 け た 浮 力 材 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。

２

３

３ ４

５

６

　 前 記 浮 力 材 が 比 重 が １ よ り 軽 い プ ラ ス チ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ７ の い



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 上 述 の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め 、 下 記 の よ う に な る も の で あ る 。
（ １ ） 請 求 項 １ に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 洗 濯 機 に よ る 洗 濯 の た め に 洗 濯 物 を 収 容 す
る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の 開 閉 自 在 の 開 口 部 を 容 器 と

容 器 に 穿 設 し た 複 数 の 通 水 孔 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ） 請 求 項 に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 に お い て 、 前 記 容 器 に 対 し 外 側 か
ら 内 側 へ 窪 ん だ 凹 部 を 設 け 、 該 凹 部 内 に 浮 力 材 を 嵌 め 込 ん だ こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ） 請 求 項 に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 に お い て 、 前 記 凹 部 に 嵌 め 込 ん だ
浮 力 材 の 表 面 と 、 該 凹 部 以 外 の 前 記 容 器 の 外 面 と が 連 続 面 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ） 請 求 項 に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 ま た は に お い て 、 前 記 凹 部 に 対
応 し て 前 記 容 器 の 内 側 へ 突 出 す る 部 分 の 角 部 に 丸 み を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
（ ） 請 求 項 に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に お い て 、 前 記 容
器 の 外 面 上 の 角 部 ま た は 突 出 部 に 緩 衝 材 を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
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ず れ か に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 。

設 け た 、
　 前 記
（ ２ ） 請 求 項 ２ に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 容 器 の 外 面 上 ま た
は 内 面 上 に 部 分 的 に 取 り 付 け た 浮 力 材 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

３ ３ ２

４ ４ ３

５ ５ ３ ４

６ ６ ５



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ） 請 求 項 に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に お い て 、 前 記 容
器 が 、 同 形 状 の 一 対 の 椀 状 部 材 同 士 を 互 い に 対 向 さ せ 周 縁 を 整 合 さ せ て 形 成 さ れ る と 共 に
、 該 一 対 の 容 器 を 開 閉 自 在 に 連 結 す る 蝶 番 部 と 、 該 一 対 の 容 器 を 閉 じ た 状 態 で 固 定 す る た
め の 留 め 部 と を 有 し 、
前 記 一 対 の 椀 状 部 材 の 各 々 が 、 そ の 底 部 に 前 記 浮 力 材 を 取 り 付 け る と 共 に そ の 側 壁 部 に 前
記 通 水 孔 を 穿 設 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 下 記 の よ う な 効 果 を 期 待 す る こ と が で き
る 。
　 請 求 項 １ に 係 る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 少 な く と も １ つ の 開 閉 自 在 の 開 口 部 を 設 け
を 有 す る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス で あ る こ と か ら 、 洗 濯 の 際 に 容 器 が ね じ れ ず 、 収 納 し た 洗 濯 物
に 強 い 水 流 や 機 械 力 が 直 接 作 用 す る こ と を 防 ぐ の で 、 型 崩 れ を 起 こ さ ず に 本 来 の 形 態 を 保
ち な が ら 洗 う こ と が で き る 。

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 容 器 の 外 面 上 ま た は 内
面 上 に 部 分 的 に 浮 力 材 を 取 り 付 け た こ と か ら 、 洗 濯 の 際 に 水 面 近 傍 に 浮 遊 し や す い 。 よ っ
て 他 の 洗 濯 物 と の 絡 み や 他 の 洗 濯 物 へ の 影 響 が 低 減 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 に 係 る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 の 構 成 に 加 え て 、 容 器 に 対 し 外 側 か ら 内
側 へ 窪 ん だ 凹 部 を 設 け 、 該 凹 部 内 に 浮 力 材 を 嵌 め 込 ん だ の で 、 浮 力 材 を 容 器 に 対 し て 強 固
に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
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７ ７ ６

（ ８ ） 請 求 項 ８ に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に お い て 、 前 記 浮
力 材 が 比 重 が １ よ り 軽 い プ ラ ス チ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

た 容 器

さ ら に 、 容 器 に 通 水 孔 を 穿 設 す る の で 、 特 許 文 献 １ の よ う に
容 器 全 体 を ２ 層 構 造 と す る 場 合 よ り も 製 造 工 程 が 簡 略 化 で き 、 コ ス ト を 低 減 で き る 。 ま た
、 複 数 の 通 水 孔 を 通 し て の み 、 容 器 内 外 の 水 流 の 出 入 り が 可 能 で あ る の で 、 収 納 し た 洗 濯
物 は 強 水 流 で あ っ て も 、 通 水 作 用 に よ っ て 穏 や か に 洗 え 、 脱 水 時 は 水 の 放 出 が 抑 え ら れ る
た め 脱 水 が 弱 く か か り 、 き つ い 絞 り ジ ワ が 付 か な い 。

請 求 項 ２ に 係 る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 １ の 構 成 に 加 え て 、

３ ２



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 に 係 る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 の 構 成 に 加 え て 、 凹 部 に 嵌 め 込 ん だ 浮 力
材 の 表 面 と 、 該 凹 部 以 外 の 容 器 の 外 面 と が 連 続 面 を 形 成 す る の で 、 容 器 の 外 面 全 体 が 凹 凸
の な い 滑 ら か な 表 面 と な る の で 、 他 の 洗 濯 物 と の 絡 み や 他 の 洗 濯 物 へ の 影 響 が さ ら に 低 減
さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 に 係 る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 請 求 項 ま た は に お い て 、 凹 部 に 対 応 し て 容 器
の 内 側 へ 突 出 す る 部 分 の 角 部 に 丸 み を 設 け た の で 、 収 納 さ れ た 洗 濯 物 が 引 っ 掛 か っ た り 擦
れ た り し て 損 傷 を 受 け る こ と が な い 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 に 係 る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 容 器 の 外 面 上 の 角 部 ま た は 突 出 部 に 緩 衝 材 を 取 り
付 け た の で 、 洗 濯 槽 内 に 接 触 し た 場 合 に お い て 、 洗 濯 槽 の 損 傷 を 防 ぎ 、 衝 撃 音 も 抑 え ら れ
る の で 安 全 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 に 係 る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 容 器 が 同 形 状 の 一 対 の 椀 状 部 材 の 周 縁 を 対 向 整 合
さ せ て 形 成 さ れ 、 各 椀 状 部 材 の 底 部 に 浮 力 材 を 取 り 付 け 側 壁 部 に 通 水 孔 を 穿 設 し た の で 、
洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス の 外 面 に 鋭 い 角 部 や 突 起 が な い 全 体 的 に 丸 み の あ る 形 状 と な る 。 従 っ て
、 圧 力 が 加 わ っ て も 変 形 し な い 特 に 強 固 な 構 造 が 実 現 さ れ る 。 ま た 、 一 般 洗 濯 物 と 一 緒 に
洗 濯 し て も 、 洗 濯 物 と 接 触 す る 際 に 摩 擦 が な く 滑 り 通 る た め 、 こ す れ な ど に よ る 傷 み が 生
じ な い 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 浮 力 材 を 一 対 の 容 器 の そ れ ぞ れ の 底 部 に 取 り 付 け た 構 造 を 有 し て い る の で 、 浮 遊
す る 際 に 底 部 を 水 面 に 対 し て 平 行 な 状 態 に 保 持 し 易 い 。 従 っ て 、 側 壁 部 に 設 け た 通 水 孔 の
通 水 が 妨 げ ら れ な い 。 加 え て 、 他 の 洗 濯 物 と 絡 ん だ り 、 他 の 洗 濯 物 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が
さ ら に 少 な く な る 。 ま た 、 収 納 し た 洗 濯 物 へ の 衝 撃 も 軽 減 さ れ る 。
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請 求 項 ８ に 記 載 の 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 前 記 浮 力 材 が 、 比 重 が １ よ り 軽 い プ ラ ス チ ッ ク



【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス は 、 洗 濯 物 を 収 納 す る た め に 少 な く と も １ つ の 開 閉 自 在
の 開 口 部 を 設 け た を 素 材 と す る 容 器 を 本 体 と す る 。 容 器 の 外 形 は 任 意 で あ る
。 例 え ば 、 直 方 体 、 球 体 、 楕 円 体 、 円 柱 若 し く は こ れ ら を 一 部 変 形 し た 形 状 ま た は こ れ ら
を 組 合 せ た 形 状 等 で あ る 。 開 閉 自 在 の 開 口 部 は 、 例 え ば 、 １ つ の 容 器 の 壁 の 一 部 に 開 閉 蓋
を 設 け た も の が あ る 。 開 口 部 の 別 の 例 と し て は 、 １ つ の 容 器 を ２ 分 割 し て 蝶 番 で 連 結 し て
開 閉 自 在 と し た も の が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 容 器 の 素 材 と す る は 、 通 常 、 曲 げ 弾 性 率 が 定 常 状 態 で 7,000kg／ cm２ 以 上
の も の 一 般 の 熱 硬 化 性 樹 脂 （ メ ラ ミ ン 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 不 飽
和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 等 ） の 他 、 ス チ ロ ー ル 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ カ
ー ボ ネ ー ト 等 。
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で あ る こ と に よ り 、 洗 濯 用 衣 類 ケ ー ス 全 体 を 水 面 ま た は そ の 近 傍 に 浮 か せ る こ と が で き る
程 度 の 浮 力 を 発 揮 す る 。

プ ラ ス チ ッ ク

プ ラ ス チ ッ ク
が 好 ま し い 。 例 え ば 、

で あ る
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